
数学１ 自然数

出題の趣旨

様々な事象を数学的に考察し表現する場面において必要となる、次のことができるかど

うかをみる。

・事象の特徴を的確に捉えること

・自然数の意味を理解していること

様々な事象を数学的に考察し表現する場面では、自然数の意味を理解した上で、事象を自然

数の範囲で捉えたり、数の範囲を拡張したりして考えることができるようにすることが大切で

ある。

本問は、「自然数の意味を理解しているかどうかをみる」という趣旨において、平成28年度

【中学校】数学Ａ１(2)（正答率41.4％）と同趣旨の問題であり、課題がみられたことから、

その学習の状況の変化を把握するために出題した。

■学習指導要領における領域・内容

〔第１学年〕 Ａ 数と式

(1) 正の数と負の数について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができ

るよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

（ア）正の数と負の数の必要性と意味を理解すること。
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１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

１ １ ウ、オ と解答しているもの。 46.6 ◎

２ ウ又はオのどちらか一方のみを解答しているもの。 0.5

３ イ、ウ、オ と解答しているもの。 29.8

４ ア、イ、ウ、オ と解答しているもの。 5.7

５ ウ、エ、オ と解答しているもの。 2.5

６ ア、ウ、オ と解答しているもの。 8.8

99 上記以外の解答 6.1

０ 無解答 0.1

２．分析結果と課題

○ 解答類型３（０、３、９を選択）の中には、自然数は０と正の整数であると捉えている生

徒がいると考えられる。

○ 解答類型６（－５、３、９を選択）の中には、自然数を０以外の整数と捉えている生徒が

いると考えられる。

○ 平成28年度【中学校】数学Ａ１(2)で「－５、０、１、２．５、４の中から自然数を全て選

ぶ」問題を出題している（正答率41.4％）。「平成28年度【中学校】報告書」において、「自

然数の意味の理解に課題がある」と分析している。

これに関連して本問では、「－５、０、３、４.７、９の中から自然数を全て選ぶ」問題を

出題した（正答率46.6％）。平成28年度と同様に、誤答として「０と正の整数」を選択して

いる解答類型の反応率が高く（Ｈ28解答類型３：32.0％、Ｒ５解答類型３：29.8％）、自然

数の意味の理解について引き続き課題がある。

３．学習指導に当たって

○ 数の集合を捉え直し、自然数や整数の意味を理解できるようにする

数の範囲を正の数と負の数にまで拡張して、数の集合を捉え直す場面を設定し、自然数や

整数の意味を理解できるようにすることが大切である。

本問を使って授業を行う際には、新しく捉え直した数の集合の定義に基づいて、様々な数

の中から自然数や整数を判断する活動を取り入れることが考えられる。その際、小学校算数

科においては、整数を０と正の整数を合わせたものとして捉えていたことを振り返り、中学

校数学科では、負の整数を加えて、整数を正の整数（自然数）、０、負の整数と捉え直し、

整数の意味についての理解を深めることが大切である。

なお、このように数の集合を捉え直すことは、第３学年の有理数や無理数の学習において

も大切である。
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○ 数の範囲に着目して様々な事象を考察し、表現することができるようにする

数の範囲に着目して様々な事象を考察し、表現する場面では、自然数や整数の意味を理解

した上で、数の範囲を拡張して考えることができるようにすることが大切である。

例えば、第１学年における、正の数と負の数の必要性や意味を、具体的な場面に結び付け

て考える学習において、平成25年度【中学校】数学Ａ１(4)で取り上げたように、東京の時

刻を基準にして、他の都市の時刻から時差を求め、それを正の数や負の数を用いて表現する

活動を取り入れることが考えられる。

下の図では、東京の時刻が１１時のとき、ウェリントンの時刻は１４時、カイロは４時で

あることから、東京との時差についてどのような数で表すことができるかについて検討する

場面を設定することが考えられる。その際、数の範囲を負の数にまで拡げて考えることで、

ウェリントンとの時差を＋３時間、カイロとの時差を－７時間と表すなど、東京との時差を

簡潔・明瞭・的確に表現できることを確認することが大切である。このような活動の後に、

正の数と負の数の必要性や意味について振り返り、自然数や整数の意味を確認することも大

切である。
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